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平成２９年７月１２日 （水 ）  

                                  国土交通省 関東地方整備局  

                                        東 京 湾 口 航 路 事 務 所  

 

 記 者 発 表 資 料 

平成２８年度 優良業務等事務所長表彰について 

 

関東地方整備局東京湾口航路事務所では、平成２８年度に完了した業務の中で

特に優れた成績を収めた業務及び技術者について、下記のとおり平成２８年度事務

所長表彰を執り行います。 
 

記 

 

１． 日時 ： 平成２９年７月１９日（水） １１時００分から 

 

２． 場所 ： 東京湾口航路事務所 会議室 

（横須賀市新港町１３番地 東京湾口航路事務所内） 

 

３． 表彰件数及び人数 

優良業務及び優秀技術者：１件及び１名 

 

以 上 

 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ・神奈川建設記者会・横浜海事記者クラブ 

 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京湾口航路事務所 

副所長   遠藤
えんどう

 秀則
ひでのり

  

工務課長  中村
なかむら

 健
たけし

    

電話    ０４６－８２８－８３６５ 
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平成２８年度 優良業務等事務所長表彰について 

 

１． 目的 

平成２８年度に関東地方整備局東京湾口航路事務所で完了した業務の中から、その業

務への取り組みが優秀で他の模範となる業務を選定し、当該業者及び技術者を表彰する

ことにより建設における技術の向上及び円滑な事業推進に資することを目的とします。 

 

２． 平成２８年度優良業務等 [事務所長表彰]（下表参照） 

（１）優良業務 １件 

（２）優秀技術者 １名 

 

３． 優良業務等の概要及び表彰理由 [事務所長表彰] （資料参照） 

 

４． 表彰式[事務所長表彰] 

表彰式は、東京湾口航路事務所長、事務所幹部及び優良業務受賞の１社と優秀技術者

受賞の１名が出席予定であり、事務所長から表彰状が授与されます。 

 

優良業務及び優秀技術者 

業務名 
優秀技術者名 

役職 

業者名 

代表者名 

住所 

東京湾中央航路付帯施設護岸他細部

設計業務 

安田 将人 

管理技術者 

株式会社エコー 

柴木 秀之 

東京都台東区北上野 2-6-4 
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優良業務及び優秀技術者事務所長表彰の概要及び表彰理由    資 料  

業者名 E

ふ り が な

 AE株式 E

か ぶ し き

AAE会社 E

が い し ゃ

AAEエコーE

え こ ー

 

AE技術者名 E

ふ り が な

 AE安田 E

や す だ

A AE将人 E

ま さ と

 職種 管理技術者 

AE業務名 E

ふ り が な

 AE東京 E

とうきょう

AAE湾 E

わ ん

AAE中央 E

ちゅうおう

AAE航路 E

こ う ろ

AAE付帯 E

ふ た い

AAE施設 E

し せ つ

AAE護岸 E

ご が ん

AAE他 E

ほ か

AAE細部 E

さ い ぶ

AAE設計 E

せ っ け い

AAE業務 E

ぎ ょ う む

 

履行期限 （自）平成 28 年 9 月 27 日 （至）平成 29 年 3 月 24 日 

事務所名 東京湾口航路事務所 

業務概要 

 
本業務は、東京湾中央航路第二海堡の西側（荷揚部）護岸 B 工区の護岸及

び係留施設の細部設計、実施設計、施工法検討及び維持管理検討並びに、被
災した東側護岸(Ａ工区)被覆工及び荷揚護岸階段の復旧検討を行うものであ
る。 

 

表彰理由 

 
本業務において、係留施設は既存の桟橋を延長する形状のものであり、関係

者の了解を得られるものとする必要がある。また第二海堡は埋蔵文化財包蔵
地に指定されており、護岸の設計に際しては現存する施設等を可能な限り残し
た設計とすることが求められる。さらには第二海堡は東京湾の中央に位置し開
発保全航路に近接している施設であり、施工に必要な作業船や資機材の搬出
入に大きな制約を受ける特殊な施設である。 
受注者はこれらの設計条件、施工条件を十分に理解し、係留施設については

関係者の利用状況も加味した細部形状及び付属施設の検討を行い、また護岸
については現存し機能している施設や流用材を最大限活用した構造検討を行
った。さらに、既存の施設や狭隘な施工用地を十分考慮した施工法の検討を行
っており、全体として想定した以上の成果を上げている。 
加えて、業務中に発生した確認事項については積極的に調査職員への確認

を行うとともに、作業進捗状況も定期的に調査職員に報告するなど、業務の品
質向上と適切な履行に大変前向きであった。 
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